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漸 
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楓 

遥
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産
雷
電
嘗
 
 

小
千
谷
市
の
酒
造
会
社
、
 
 

新
潟
銘
醸
で
は
二
十
五
甘
早
 
 

朝
の
余
震
で
貯
蔵
用
の
古
小
 
 

水
造
の
蔵
が
倒
壊
し
大
 
 

小
十
八
本
の
原
酒
タ
ン
グ
が
 
 

腰
置
さ
れ
て
い
る
が
1
ど
れ
 
 

隠
ど
損
傷
在
受
け
て
い
る
か
 
 

把
握
で
き
て
い
な
い
と
い
 
 

う
。
ま
た
∵
製
風
倉
庫
内
の
 
 

一
升
瓶
な
ど
瀾
詰
め
眉
れ
た
 
 

製
品
む
荷
積
易
し
た
ケ
ト
ス
 
 

が
倒
壌
。
瓶
が
割
れ
る
な
ど
 
 

の
損
害
が
出
た
。
 
 

清
酒
「
久
保
田
」
の
蔵
元
 
 

の
斬
日
酒
造
▲
（
越
路
町
）
は
 
 

璧
旭
設
備
が
ほ
ぼ
全
滅
 

込
み
の
廉
料
か
ら
瓶
詰
さ
れ
 
 

た
智
軍
で
ほ
ぼ
商
品
に
は
 
 

な
ら
な
い
と
い
う
。
貯
蔵
タ
 
 

ン
グ
に
保
管
さ
れ
て
車
た
洒
 
 

に
つ
い
て
は
無
翠
で
瓶
琴
フ
 
 

ィ
ン
が
復
旧
し
次
第
ヾ
出
荷
 
 

新
轡
県
中
越
地
恩
尭
雀
宮
盲
目
の
二
十
吉
」
 
 

被
災
地
美
本
社
、
士
腸
な
ど
の
施
設
を
置
く
企
業
は
被
害
 
 

状
況
の
確
詠
に
追
わ
れ
た
。
震
源
埠
の
小
千
谷
市
で
は
ほ
 
 

滞
感
は
強
ま
り
そ
う
だ
。
 
 

越
後
製
菓
（
長
岡
市
）
が
 
 

全
国
四
千
店
師
に
製
造
翌
日
 
 

に
配
送
す
る
「
日
配
米
菓
」
 
 

の
重
要
拠
点
、
小
千
谷
市
の
 
 

片
貝
工
場
で
製
造
ラ
イ
ン
の
 
 

隆
器
が
地
震
の
揺
れ
で
大
き
 
 

く
ず
れ
る
な
ど
の
被
害
が
出
 
 

た
。
こ
の
た
め
、
二
十
四
、
 
 

二
十
五
日
の
両
日
に
生
産
を
 
 

中
止
。
し
か
し
、
単
体
機
器
 
 

の
損
傷
は
な
か
っ
た
た
め
、
 
 

二
士
ハ
白
か
ら
部
分
的
な
稼
 
 

働
を
始
め
る
。
∴
昨
年
、
省
 
 

エ
ネ
の
セ
め
導
入
し
た
百
家
 
 

発
電
設
備
が
役
に
立
つ
た
。
 
 

水
も
地
下
水
奄
刹
用
し
て
い
 
 

る
。
不
便
な
場
所
に
あ
る
こ
 
 

と
が
か
え
っ
て
幸
い
し
た
」
 
 

と
安
ど
し
て
い
る
。
 
 

魚
沼
地
域
に
キ
ノ
コ
栽
培
 
 

工
場
施
設
が
あ
る
雪
国
ま
い
 
 

す
る
予
定
だ
が
、
今
後
の
品
亮
け
で
は
大
き
な
被
害
は
な
 
 

し
、
生
産
で
き
な
い
状
態
だ
？
 
 

微
細
化
が
要
求
さ
れ
息
製
 
 

品
だ
け
に
、
専
門
家
に
よ
る
 
 

機
器
の
調
整
が
必
棄
で
、
グ
 
 

ル
ー
プ
各
社
の
協
力
で
確
琴
 
 

作
業
を
す
る
。
操
業
停
止
が
 

長
引
け
ば
群
馬
、
岐
草
県
の
”
 
 

グ
ル
ー
プ
会
社
工
場
に
生
産
 
 

か
っ
た
と
い
う
。
た
だ
、
「
停
 
 

電
に
よ
り
、
計
画
通
サ
成
長
 
 

し
な
い
キ
ノ
ユ
が
払
て
く
 
 

る
。
加
工
商
品
に
鷹
恩
思
 
 

し
か
な
い
」
と
話
し
て
小
る
。
 
 

地
域
の
雇
尉
を
支
ぇ
る
主
 
 

力
製
造
業
に
も
被
害
が
広
が
 
 

っ
て
い
る
。
三
洋
庵
磯
グ
ル
 
 

ー
プ
の
半
導
体
生
産
地
早
 
 

新
潟
二
淫
電
子
（
小
千
谷
杏
 
 

で
は
生
産
ラ
イ
ン
の
像
器
に
 
 

大
き
な
損
傷
は
な
か
つ
た
。
 
 

し
か
し
、
停
電
で
ク
牛
－
ン
 
 

と
ん
ど
の
企
業
が
殻
備
に
損
傷
を
受
け
て
お
り
、
初
の
操
 
 

業
停
止
に
追
い
込
ま
れ
た
工
場
も
 

た
倒
、
∵
危
険
左
避
け
て
従
業
員
を
痛
亀
さ
せ
る
ナ
ト
ス
も
 
 

あ
り
、
彗
ロ
の
金
額
把
握
が
で
嘗
ず
、
‖
復
旧
の
見
通
し
が
 
 

立
た
な
い
企
業
が
多
い
。
 
 

、
出
荷
大
幅
唱
 
 

を
振
り
分
け
る
可
能
性
む
あ
 
 

姦
智
1
（
エ
レ
ク
講
 
 

∵
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
）
の
梨
 
 

蜜
蓄
で
帯
シ
ェ
ア
を
誇
る
 
 

†
ッ
キ
の
見
附
工
場
（
見
附
 
 

市
）
。
空
調
に
必
要
な
ガ
ス
 
 

が
供
給
さ
れ
て
い
な
い
た
め
 
 

エ
場
は
止
ま
っ
た
ま
ま
。
復
癒
物
（
十
日
町
市
）
の
昭
型
 
 

も
 
 

軋
 
 

埋
れ
Ⅶ
 
 

偽
 
 

っ
t
・
＆
 
怜
 
 

旧
は
ガ
ス
次
第
だ
が
、
す
で
 
 

に
復
し
患
力
だ
は
で
操
 
 

業
を
再
開
す
る
こ
と
も
磯
村
 
 

し
乞
い
る
。
 
 

畏
岡
市
に
本
社
が
あ
る
二
 

輪
・
四
輪
車
用
計
器
の
大
事
、
 
 

日
本
精
機
は
「
詳
し
い
被
害
 
 

状
況
は
ま
だ
把
櫨
し
て
い
な
 
 

い
」
と
し
て
い
る
が
、
小
干
 
 

省
市
の
計
器
類
組
み
立
て
の
 
 

関
連
会
社
、
エ
ヌ
エ
ス
ア
ド
 
 

バ
ン
ザ
ッ
ク
が
建
物
、
磯
常
 
 

昔
訝
の
整
最
愛
け
て
 

い
る
と
い
う
。
 
 

日
本
萄
数
の
温
や
の
産
 
 

地
、
十
日
町
市
も
打
撃
を
受
 
 

け
普
∵
漸
潟
県
繊
維
協
会
で
 
 

や
「
相
当
被
害
が
広
が
っ
て
 
 

小
首
よ
う
だ
が
、
個
別
業
者
 
 

七
連
絡
が
つ
か
ず
全
体
像
が
 
 

分
か
ら
な
い
」
と
話
す
。
地
 
 

域
を
代
表
す
る
大
手
へ
吉
沢
 
 
 

町
工
場
で
は
染
色
材
料
や
型
 
 

紙
倒
壊
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
 
 

た
。
小
千
年
 

産
地
も
義
帝
ト
 



た
潜
撰
畢
が
ズ
幸
ッ
プ
ふ
 
 

た
。
滴
社
の
酢
鴇
は
ホ
ン
ダ
 
 

を
始
め
王
家
訝
動
嘗
森
ど
各
 
 

社
に
供
給
篭
れ
て
射
愚
兄
 
 

め
意
黎
患
へ
腰
馨
 
 

も
壁
蜜
路
ぞ
れ
羅
 
 

鼎
雷
素
直
の
華
ど
 
 

み
肇
華
要
素
壷
誓
素
恩
進
め
て
い
黍
越
路
町
に
主
要
拠
点
を
持
つ
 
 

ヨ
ネ
ッ
タ
宍
せ
岩
室
 
 恕

畢
一
策
六
日
彗
篭
開
 
 

姶
も
葦
被
災
し
萱
 
 

も
頼
る
た
め
出
勤
率
は
七
－
 
 

八
割
。
「
自
動
車
各
社
へ
の
 
 

や
盤
産
設
備
に
被
警
簑
け
、
損
害
状
況
を
調
査
し
 
 

。
＼
（
t
面
垂
讐
 
 

期
の
見
通
し
は
立
っ
 
 

い
が
、
通
常
の
生
産
 
 

に
努
力
す
 
 
 

し
か
し
、
 
 

は
組
み
立
て
轟
思
い
る
 
 

子
会
社
の
エ
慶
ア
ド
パ
 
 

ン
チ
ッ
ク
（
毯
香
華
で
 
 

組
み
立
て
ラ
イ
ン
が
披
撰
す
 
 

■
 
る
な
ど
被
嘗
が
凍
奉
書
操
 
 

業
は
当
面
不
可
能
な
状
態
。
 
 

め
、
丑
庫
屯
 
 

賓
。
精
 
 

繭
鑑
で
は
被
害
の
盆
溶
は
 
 

、
 
藁
把
塩
で
き
甘
い
な
紆
悲
 
 

し
堰
い
る
。
グ
ル
ー
ヂ
六
牡
 
 

に
よ
整
産
対
曇
 
 

日
開
催
し
状
況
を
碑
認
の
盤
 
 

面
操
業
へ
向
け
た
方
策
を
立
 
 

て
て
い
く
と
し
て
い
る
。
 
 
 

l
訝
ズ
（
同
）
は
設
備
檻
犬
 
 

漕
な
被
害
が
な
か
っ
歴
た
 
 

■
J
1
－
ル
ト
“
 
 

韮
ヌ
エ
ス
エ
k
荻
卜
甘
 
 

金
蔵
鷲
 
 

漸
唯
が
必
堰
な
 
 

、
ゝ
で
 
の
腰
習
練
に
 
 

る
。
 
 

ど
普
善
し
て
 
 



□
 
 

感
警
 
 

’04▲10．28  
日
本
精
機
は
二
十
七
日
午
 
 

前
に
操
業
を
再
開
し
た
四
輪
 
 

車
用
計
器
製
造
主
力
拠
点
の
 
 

高
見
工
場
（
長
岡
市
）
の
操
 
 

業
を
同
日
午
後
に
中
止
し
 
 

た
。
同
日
午
前
の
強
い
余
簸
 
 

で
社
員
が
一
時
工
場
か
ら
避
 
 

難
。
儲
備
の
点
検
後
に
操
業
 
 

を
始
め
る
予
定
だ
っ
た
が
、
 
 

午
後
も
強
い
余
爵
か
続
い
た
 
 

た
め
、
換
業
在
中
止
し
た
。
 
 

同
社
で
は
「
設
備
な
ど
に
大
 
 

き
な
被
害
は
な
い
模
様
だ
 
 

二
十
七
日
に
新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
地
で
強
い
余
震
が
続
い
た
た
め
、
工
場
の
操
 
 

業
停
止
や
復
旧
作
業
の
中
断
が
相
次
小
だ
。
安
全
の
た
め
社
員
を
帰
宅
さ
せ
た
企
業
や
 
 

営
業
を
始
め
た
店
舗
を
再
び
閉
鎖
す
る
ス
ー
パ
ー
も
。
「
設
備
な
ど
に
大
き
な
被
害
は
 
 

な
か
っ
た
」
と
す
る
企
業
が
大
半
だ
が
、
頻
発
す
る
余
震
に
全
面
復
旧
へ
の
見
通
し
が
 
 

立
た
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
 
 

工
場
復
旧
作
業
中
断
も
 
 
 

ス
一
片
－
、
店
外
・
臨
時
売
り
場
 
 

が
、
琶
仝
の
た
め
社
員
産
婦
 
 

宅
さ
せ
た
。
二
十
ハ
ロ
か
ら
 
 

は
生
産
を
開
始
で
き
る
」
と
 
 

話
し
て
い
る
。
 
 

北
越
製
紙
長
岡
工
場
（
周
）
 
 

で
は
復
旧
作
潔
を
続
け
て
い
 
 

た
製
造
部
門
の
社
層
を
帰
宅
 
 

さ
せ
た
。
余
震
が
大
き
か
っ
 
 

復旧イ乍業を中断して社員を・帰  
宅させた北越製紙長岡工場  

業
が
一
日
過
 
 

れ
る
見
通
し
 
 

だ
と
い
う
。
 
 

点
検
を
再
度
 
 

行
う
と
し
て
 

い
る
ご
」
の
 
 

た
め
復
旧
作
 

た
た
め
、
終
 
 

了
し
て
い
た
 
 

燃
料
ボ
イ
ラ
 
 

ー
の
配
管
の
 
 
 

た
だ
、
注
文
げ
 
 
 

ラ
ス
ペ
ー
パ
ー
な
ど
を
優
先
 
 

し
て
二
十
八
日
に
は
一
部
の
 
 

抄
紙
機
を
稼
働
さ
せ
る
。
 
 
 

ト
ッ
キ
の
見
附
工
場
（
見
 
 

附
市
）
は
従
業
員
の
ほ
と
ん
 
 

ど
を
帰
宅
さ
せ
た
り
生
産
設
 
 

備
な
ど
の
点
検
は
終
え
て
い
 
 

た
が
、
二
十
七
日
に
予
定
し
 
 

て
い
た
操
業
再
開
を
延
期
し
 
 

壷
を
再
度
や
り
直
さ
な
け
れ
 
 

た
。
北
越
メ
タ
ル
は
圧
延
工
 
 

場
（
長
岡
市
）
を
再
開
し
た
 
 

が
、
余
震
を
受
け
て
全
従
業
 
 

員
を
帰
宅
さ
せ
た
。
安
全
が
 
 

確
認
さ
れ
れ
ば
、
二
十
八
日
 
 

に
も
工
場
在
勤
か
す
方
針
。
 
 

ば
な
ら
な
小
」
と
し
て
い
る
 
 

が
、
「
二
十
八
日
は
一
部
の
 
 

操
業
を
始
め
、
週
明
け
に
は
 
 

フ
ル
鎮
座
体
制
に
戻
り
た
 
 

い
」
と
話
し
て
い
る
。
 
 
 

オ
ー
エ
ム
製
作
所
の
旋
盤
 
 

の
主
力
生
揚
で
あ
る
長
岡
工
 
 

場
（
同
）
で
は
大
型
ク
レ
ー
 
 

ン
に
よ
る
搬
送
な
ど
の
作
業
 
 

在
中
止
し
て
い
る
。
二
十
八
 
 

日
に
も
小
型
部
品
の
組
み
付
 
 

け
な
ど
軽
作
業
の
み
操
業
を
 
 

再
開
す
る
が
、
大
型
部
品
の
 
 

組
み
付
け
な
ど
は
ク
レ
ー
ン
 
 

の
安
全
占
疾
や
走
行
確
認
を
 
 

し
た
上
で
、
余
震
の
状
況
に
 
 

よ
っ
て
判
断
す
る
。
受
注
に
 
 

対
応
す
る
た
め
、
県
内
で
被
 
 

（
同
）
の
社
員
を
い
っ
た
ん
 
 

帰
宅
さ
せ
た
。
「
機
器
の
調
 
 

倉
敷
機
械
も
本
社
工
場
毎
り
替
え
た
。
十
日
町
店
（
十
 
 

害
が
軽
微
な
地
域
に
工
場
左
 
 

持
つ
企
業
へ
外
注
を
検
討
し
 
 

て
い
る
。
 
 
 

食
品
ス
ー
パ
ー
の
原
信
は
 
 

北
長
岡
店
（
同
）
の
店
内
営
 
 

業
を
中
止
し
て
店
外
販
売
に
 
 

日
町
市
）
で
は
店
舗
の
復
旧
 
 

作
業
を
見
合
わ
せ
た
。
こ
の
 
 

ほ
か
、
一
部
店
舗
で
危
険
個
 
 

所
を
区
画
し
て
立
ち
入
り
禁
 
 

止
に
し
て
い
る
と
い
う
。
原
 
 

信
の
店
舗
は
二
十
四
時
間
営
 
 

業
や
深
夜
営
業
を
行
っ
て
い
 
 

る
が
、
安
全
を
考
慮
し
て
二
 
 

十
七
日
か
ら
長
岡
市
や
小
千
 
 

谷
市
の
店
舗
の
閉
店
時
闇
を
 
 

牛
後
五
時
－
十
時
に
早
め
る
 
 

こ
と
に
し
た
。
 
 
 

J
R
長
岡
駅
前
の
イ
ト
ー
 
 

ヨ
ー
カ
堂
丸
大
長
岡
店
は
二
 
 

十
四
日
か
ら
営
業
を
再
開
し
 
 

た
が
、
一
一
十
七
日
午
前
の
余
 
 

喪
で
午
後
一
時
前
に
営
業
を
 
 

中
止
し
た
。
夕
方
か
ら
地
下
 
 

の
吾
屠
り
場
を
再
開
、
一
 
 

階
に
臨
時
の
防
災
用
口
望
冗
り
 
 

場
を
開
設
し
た
っ
 
 



感
纂
遥
 
 

る
が
、
余
震
の
危
険
も
あ
り
、
 
 

倉
庫
内
左
詳
し
く
調
べ
ら
れ
陳
 
 

ず
被
害
の
全
容
が
分
か
ら
な
 

震
源
地
の
一
つ
の
小
†
谷
 
 

市
で
は
各
蔵
元
が
深
刻
な
被
 
 

害
を
受
け
た
。
新
潟
銘
醸
は
 
 

二
十
五
日
早
朝
の
余
震
で
貯
 
 

蔵
用
の
蔵
が
倒
壊
、
タ
ン
ク
 
 

が
変
形
し
た
。
製
品
倉
庫
内
 
 

の
瓶
も
か
な
り
破
損
し
て
い
 
 

い
と
い
う
。
 
 
 

同
社
の
山
下
進
常
務
は
 
 

「
虎
米
機
も
損
傷
し
た
の
で
 
 

外
注
す
る
な
ど
工
夫
を
し
て
 
 

何
と
か
製
造
巷
再
開
し
た
 
 
 

中
越
地
域
の
酒
造
会
社
が
地
震
に
よ
 
 

る
被
害
で
出
荷
不
能
の
状
態
に
陥
っ
て
 
 

い
る
。
余
喪
が
続
い
て
い
る
た
め
倉
庫
 
 

な
ど
の
確
認
が
で
き
ず
、
損
害
の
全
容
 
 

被
害
把
握
遅
れ
る
帥
 
 

ぜ
蓋
唇
亜
空
軍
掌
藁
霊
 
 

い
。
雪
の
多
い
地
域
だ
が
、
 
 

（
復
旧
の
妨
げ
に
な
る
の
で
）
 
 

今
年
は
少
な
い
こ
と
を
望
ん
 
 

で
い
る
の
だ
が
…
ト
」
と
不
 
 

安
げ
に
語
る
。
 
 
 

が
把
握
で
き
て
い
な
い
蔵
元
も
多
い
。
 
 

被
害
が
軽
微
な
社
も
あ
る
が
、
酒
ど
こ
 
 

ろ
新
潟
で
も
大
手
蔵
元
が
多
い
地
域
だ
 
 

け
に
「
中
越
の
地
酒
は
壊
滅
状
態
で
は
」
 
 

と
の
風
評
も
出
て
い
る
。
県
酒
造
組
合
 
 

で
は
「
不
確
か
な
情
報
が
穿
い
よ
 
 

う
対
策
を
考
え
た
い
」
と
し
鼻
。
 
 

Q
 
 

一
t
t
 
 
 

高
の
井
酒
造
は
機
械
が
転
 
 

倒
す
る
な
ど
瓶
詰
ラ
イ
ン
が
 
 

大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
瓶
 
 

詰
し
た
商
品
は
千
本
以
上
割
 
 

れ
た
が
、
貯
蔵
タ
ン
ク
は
無
 
 

傾いた瓶書舌の設備（29日、  
小千寺ヾ市の南の井i噛追）  

ー
．
 
 

」
 
 

L】＿   

な
ど
が
生
じ
て
お
り
、
 
 

事
で
三
カ
月
分
の
在
庫
が
あ
 
 

る
。
「
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
 
 

る
出
荷
を
最
優
先
⊥
、
仕
込
 
 

み
作
業
は
い
っ
た
ん
中
止
す
 
 

る
」
（
山
崎
清
一
営
業
部
長
）
 
 

と
い
う
。
 
 
 

ラ
イ
ン
を
早
期
に
復
旧
さ
 
 

せ
、
二
l
主
週
間
以
内
で
出
 
 

荷
左
再
開
し
た
い
考
え
だ
。
 
 

工
場
内
の
土
台
は
し
っ
か
り
 
 

し
て
お
り
、
ボ
イ
ラ
ー
も
被
 
 

わ
い
て
お
り
、
一
部
の
醸
造
 
 

設
備
左
入
れ
替
え
、
中
断
し
 
 

た
仕
込
み
作
業
を
年
明
け
に
 
 

は
再
開
す
る
。
 
 
 

県
内
で
出
荷
量
一
位
の
朝
 
 

日
酒
造
（
越
路
町
）
は
精
米
、
 
 

仕
込
み
、
ろ
過
、
瓶
詰
め
の
 
 

一
連
の
工
程
設
備
で
配
管
の
 
 

吾
が
な
か
っ
た
。
井
戸
水
も
盲
め
ラ
イ
ン
に
ズ
レ
や
ゆ
が
 
 

、
 

㌧
 
膏
生
じ
て
い
る
が
全
休
一
 
 

．
1
一
二
1
1
1
・
・
、
ノ
－
L
－
ノ
h
 
l
－
Y
、
ワ
ハ
 
 

五
†
本
も
酒
や
破
片
を
か
ぶ
 
 

っ
て
い
る
の
で
商
品
に
な
ら
 
 

な
い
と
い
う
。
た
だ
、
平
沢
 
 

修
社
長
は
「
久
保
田
な
ど
は
 
 

ま
だ
市
場
在
庫
が
あ
る
。
今
 
 

年
造
る
洒
は
来
年
売
る
も
の
 
 

な
の
で
、
造
り
の
期
間
を
延
 
 

ば
せ
ば
大
丈
夫
」
と
悲
観
し
 
 

て
い
な
い
。
 
 
 

県
内
三
位
の
吉
乃
川
（
長
 
 

岡
市
）
も
貯
蔵
タ
ン
ク
や
瓶
 
 

的
に
製
造
部
門
の
被
害
は
少
 
 

な
く
、
出
荷
も
部
分
的
に
行
 
 

目
に
関
係
者
を
集
め
、
被
災
 
 

し
た
蔵
元
の
年
産
の
一
部
左
 
 

他
の
蔵
元
に
移
管
で
き
な
い
 
 

か
な
ど
支
援
策
左
協
議
し
た
 
 

い
」
と
話
し
て
い
る
。
 
 

っ
て
い
る
と
い
う
。
 
 
 

県
酒
造
組
合
で
は
 
 

が
錯
そ
う
し
て
い
る
。
 
 

㊤
 
 

三  

十幸艮  



感
禁
 
 

食
品
ス
ー
パ
ー
の
原
信
は
 
 

長
岡
市
、
小
千
谷
市
な
ど
中
 
 

越
の
被
災
地
に
全
店
の
半
数
 
 

以
上
の
二
十
二
店
が
あ
り
、
 
 

大
半
の
店
舗
で
酒
瓶
な
ど
商
一
 
 

品
が
破
親
し
た
。
停
電
で
冷
 
 

凍
・
冷
蔵
装
置
が
止
ま
っ
た
 
 

た
め
、
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
 
 

の
雀
鮮
食
品
を
廃
棄
し
た
。
 
 

店
舗
は
損
傷
が
激
し
い
小
千
 
 

谷
市
の
駅
前
店
な
ど
三
店
が
 
 

現
在
も
周
鎖
申
。
 
 
 

同
社
は
地
震
直
後
か
ら
本
 
 

部
社
員
や
仕
入
れ
先
の
応
援
 
 

新
潟
県
中
越
地
寮
の
被
災
地
域
の
ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
懸
命
の
復
旧
作
 
 

業
で
、
一
部
店
舗
を
除
い
て
通
常
営
常
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
陳
列
掛
か
ら
の
落
下
に
よ
 
 

る
商
最
雫
豊
に
よ
る
冷
凍
、
生
鮮
食
品
の
廃
棄
な
ど
損
害
は
要
ハ
ニ
か
k
 
 

被
嘗
へ
の
生
晴
必
需
品
の
供
撃
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
る
た
め
、
賢
慮
 
 

流
体
制
を
敷
い
て
物
資
補
給
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
。
 
 

一
部
 
 

も
得
て
修
領
ス
タ
ッ
フ
養
組
 
 

織
し
て
復
旧
作
菓
茄
進
め
、
 
 

先
週
末
に
は
は
ぼ
全
店
が
通
 
 

t
一
Y
邑
一
史
主
若
菜
．
誤
等
式
官
房
宕
㌃
蔓
草
・
∵
尊
重
謀
人
…
、
重
富
・
汐
′
′
筆
麺
隻
敦
賀
“
苧
嬰
 
 

常
の
深
夜
営
業
に
復
帰
し
 
 

た
。
商
品
配
送
は
通
常
は
ト
 
 

ラ
ッ
ク
が
効
率
よ
く
店
舗
を
 
 

店舗の損傷が激しく閉鎖された原  
信の駅前店（新潟県小千谷市）  

回
る
が
、
暫
定
的
に
物
資
の
 
 

不
足
し
て
い
る
店
に
荷
を
送
 
 

る
「
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
方
式
」
 
 

で
緊
急
輸
送
し
て
い
る
。
山
 
 

岸
豊
後
常
務
は
「
董
が
多
 
 

小
の
が
弁
当
類
。
白
治
体
や
 
 

自
衛
隊
か
ら
一
日
何
万
食
と
 
 

い
う
注
文
を
受
け
る
が
、
総
 
 

菜
工
場
が
復
旧
せ
ず
供
給
し
 
 

き
れ
な
い
」
上
唇
を
か
む
。
 
 
 

被
災
地
に
二
十
一
店
あ
る
 
 

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
1
の
コ
メ
リ
 
 

は
十
月
三
十
一
日
に
全
店
が
 
 

営
業
を
再
開
。
天
井
が
」
部
 
 

破
損
し
た
小
千
谷
店
竺
部
 
 

に
欠
品
は
あ
る
む
の
の
、
ほ
 
 

ぼ
舎
違
の
販
売
が
可
酪
に
 
 

な
っ
た
。
ジ
ャ
ス
コ
小
千
谷
 
 

店
は
二
十
七
日
か
号
駐
車
 
 

場
に
設
け
た
テ
ン
ト
で
、
ト
 
 

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ト
な
ど
の
 
 

日
用
雑
貨
、
肌
着
や
防
寒
服
 
 

な
ど
緊
急
に
必
要
な
商
品
に
 
 

絞
っ
て
販
売
し
て
い
る
。
 
 
 

ス
ー
パ
ー
セ
ン
ダ
ト
の
ベ
 
 

イ
シ
ア
（
群
馬
県
伊
勢
崎
市
）
 
 

は
小
千
谷
店
で
天
井
の
一
部
 
 

が
は
が
れ
た
り
、
棚
が
倒
れ
 
 

面
相
次
い
寄
る
。
ニ
シ
キ
 
 

ラ
イ
の
葺
慧
よ
う
り
）
業
 
 

か
壊
滅
的
垂
左
受
け
た
 
 

五
千
聖
量
団
二
十
、
享
 
 

産
祭
参
加
新
潟
県
錦
鯉
品
評
 
 

会
」
の
中
止
が
決
定
。
十
一
 
 

月
三
日
、
山
古
志
村
で
ニ
シ
 
 

は  
各  

各種行事も  
地
震
の
影
響
で
被
災
地
で
 
 

種
行
事
の
中
止
、
延
期
 
 

止・延t期  
錦鯉品評会など  畜

殺
け
加
工
食
嘩
飲
用
水
、
 
 

た
り
し
た
た
め
店
内
営
業
を
 
 

中
止
。
駐
車
場
に
仮
設
店
舗
 
 
 

販
売
し
て
い
る
。
一
日
未
明
 
 

に
も
余
震
が
あ
る
粗
ど
「
店
 
 

内
で
の
復
旧
作
業
に
か
か
れ
 
 

な
い
状
態
」
 
（
ベ
イ
シ
ア
本
 
 

部
）
だ
が
、
余
震
の
状
況
を
 
 

見
極
め
な
が
ら
早
期
再
開
を
 
 

目
揺
す
と
い
う
。
 
 
 

P
L
A
N
T
－
5
′
見
附
店
 
 

は
二
十
六
日
に
通
常
営
業
に
 
 

戻
っ
た
。
だ
が
、
三
日
に
開
 
 

日
用
雑
貨
、
衣
料
品
な
ど
を
 
 

元
道
は
止
ま
っ
て
い
 
 

の
角
突
馨
な
ど
が
行
わ
れ
る
 
 

r
産
業
ま
つ
り
」
も
開
催
不
 
 

可
能
に
な
っ
た
。
 
 
 

長
岡
市
は
来
月
一
日
に
開
 
 

設
さ
れ
る
起
業
・
研
究
開
発
 
 

電
施
殻
「
な
が
お
か
新
産
 
 

要
創
造
惣
ン
ク
ー
（
N
B
I
 
 

C
）
」
＝
写
真
＝
の
記
念
イ
 
 

ベ
ン
ト
の
中
止
を
決
め
た
。
 
 

施
設
は
電
気
が
使
え
る
が
、
 
 

店
予
定
だ
っ
た
刈
羽
店
は
建
 
 

物
に
被
害
は
な
い
も
の
の
駐
 
 

車
場
や
浄
化
槽
の
損
傷
が
大
 
 

き
く
、
工
革
や
り
直
し
や
再
 
 

検
査
が
必
覇
同
社
で
は
「
何
 
 

と
か
十
一
月
中
に
は
オ
ー
プ
 
 

ン
さ
せ
る
」
と
話
す
。
 
 

は
可
能
と
し
囁
い
る
。
 
 
 

今
月
一
手
典
日
に
搬
送
シ
 
 

ス
テ
ム
開
発
押
ア
イ
エ
ス
マ
 
 

ッ
ク
毒
岡
野
）
が
機
材
な
 
 

ど
の
搬
入
を
卿
め
た
が
、
ず
 
 

で
に
一
義
静
を
設
遷
し
て
 
 

最  
岡 つすテ  

ニニニ  

る
こ
と
に
 
 

は
今
月
三
 
 

学
園
祭
「
 
 

延
期
に
し
 
 

災
状
況
を
考
慣
し
て
延
期
す
 
 

記
念
式
典
 
 

予
定
だ
っ
 
 

は
来
月
九
日
晋
菖
周
年
 
 

い
た
時
田
シ
轡
 
 

し
常
長
岡
大
学
 
 

－
‖
り
 
 

技、ブ  
術いイ  
禾斗 つ・デ  
学た イ 犬んl  

三
十
一
日
の
 
 

祭
」
を
無
期
 
 
 



新
潟
県
中
越
地
震
に
よ
る
新
幹
線
、
高
速
道
路
な
ど
交
 
 

通
楓
の
寸
断
で
腐
肉
の
温
泉
な
ど
観
光
地
で
予
約
キ
ャ
ン
 
 

セ
ル
が
相
次
小
で
い
薫
県
外
で
は
「
新
潟
全
体
が
危
な
 
 

い
」
と
い
つ
た
風
評
が
流
れ
て
お
り
、
被
箸
も
な
く
交
通
 
 

㌔
 
 
 

松
之
山
温
泉
で
は
十
一
月
 
 

の
予
約
の
九
割
が
照
り
滑
さ
 
 

れ
た
。
施
設
の
被
害
も
な
く
、
 
 

二
日
か
ら
は
侶
く
ほ
く
線
も
 
 

全
通
し
通
常
通
り
営
凛
も
て
 
 

い
る
。
同
温
泉
旅
館
組
合
の
 
 

磐
題
摩
－
 
 
 

県
内
観
光
地
風
 
 

で
も
地
震
せ
窒
百
聞
で
五
 
 

千
人
以
上
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
 
 

柳
一
成
組
合
長
は
「
正
確
な
 
 

情
報
甚
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
 
 

嘆
く
。
 
 

ア
ク
セ
ス
も
周
題
な
い
地
域
で
も
予
約
取
り
消
し
が
急
 
 

増
。
県
で
は
各
観
光
地
で
八
割
近
い
キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
 
 

し
て
い
る
忌
て
お
り
、
辟
被
寧
に
対
処
す
る
た
劇
の
 
 

■
 
 

情
報
発
倍
な
ど
の
対
策
に
乗
り
出
し
た
。
 
 

3
 
 
 

妙
高
高
原
町
の
赤
倉
温
泉
盲
ル
。
長
野
新
幹
線
、
上
倍
 
 

被災地以外の温泉地でも予約  
耳文り消しなどの影響が深亥りに  

（新発田f肯の†引岡温克と辛苦）  

越
自
動
車
道
な
ど
首
都
圏
か
 
 

ら
の
交
通
網
に
は
被
害
が
な
 
 

か
っ
た
が
、
「
同
じ
新
潟
県
 
 

と
ひ
と
く
く
り
で
と
ら
え
ら
 
 

れ
て
い
る
」
 
（
赤
倉
温
泉
観
 
 

光
協
会
）
。
 
 
 

湯
沢
附
は
紅
葉
観
光
の
去
 
 

っ
た
だ
中
で
、
通
常
は
旅
館
 
 

入
っ
た
。
老
舗
の
赤
倉
観
光
 
 

せ
ァ
ル
で
ば
宿
泊
客
百
人
、
 
 

ゴ
ル
フ
客
土
百
人
が
キ
ャ
ン
 
 

・
ホ
テ
ル
は
満
員
だ
が
、
「
十
 
 

月
分
で
は
九
削
が
予
約
取
り
 
 

消
し
と
な
っ
た
」
 
（
同
町
観
 
 

光
協
会
）
。
顧
客
の
七
削
が
 
 

首
都
圏
と
い
う
村
上
市
の
瀬
 
 

披
温
泉
も
八
割
弱
が
キ
サ
ン
 
 

∵
、
 
 

．
 
 

御
し
て
い
署
（
新
発
臣
苗
の
 
 

月
岡
温
泉
旅
館
協
同
組
合
で
 
 

は
「
十
二
月
は
県
内
の
宴
会
 
 

客
が
増
え
る
時
期
だ
が
自
粛
 
 

ム
ー
ド
も
あ
り
厳
し
い
だ
ろ
 
 

う
」
と
予
想
す
る
9
 
 
 

新
潟
市
の
奥
座
敷
、
岩
室
 
 

・
弥
彦
温
泉
で
も
被
害
は
大
 
 

き
い
。
昨
年
三
十
万
人
の
観
 
 

光
客
毒
集
め
た
弥
彦
村
の
菊
 
 

ま
つ
り
は
、
今
年
も
石
か
 
 

ら
二
十
四
日
ま
で
開
く
が
、
 
 

観
光
客
が
極
端
に
落
ち
込
ん
 
 

だ
。
「
年
間
の
最
盛
期
に
も
 
 

か
か
わ
ら
ず
、
閑
散
と
し
て
 
 

い
る
。
団
体
客
バ
ス
も
例
年
 
 

五
〇
％
行
け
ば
い
い
」
 
（
綿
 
 

々
亭
・
綿
杏
）
と
い
う
。
富
 
 

士
屋
も
こ
れ
ま
で
に
二
千
六
 
 

百
人
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ
っ
 
 

た
と
い
う
。
 
 
 

新
潟
県
が
温
泉
旅
館
組
合
 
 

な
ど
を
通
じ
聞
き
取
り
調
査
 
 

し
た
と
こ
ろ
、
各
宿
泊
施
設
 
 

で
予
約
客
の
七
八
割
く
ら
 
 

い
が
十
月
末
時
占
州
で
キ
ャ
ン
 
 

セ
ル
し
た
と
い
う
。
県
観
光
 
 

協
会
は
風
評
被
害
甚
防
ぐ
た
 
 

め
、
正
確
な
交
通
情
報
や
観
 
 

月
以
降
の
利
用
客
は
前
年
の
叩
 
J
T
B
に
よ
る
と
、
地
震
 
 

岩
室
温
泉
の
老
舗
旅
館
は
 
 

「
史
上
空
前
の
被
害
。
十
一
 
 

⑦
 
 

社
、
観
光
関
連
団
体
、
マ
ス
 

発
生
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
 
 

の
新
潟
向
け
ツ
ア
ー
予
約
二
 
 

万
件
の
う
ち
、
「
余
震
甚
恐
 
 

れ
て
四
分
の
一
が
キ
ャ
ン
セ
 
 

ル
し
、
残
り
も
旅
行
先
を
変
 
 

え
る
人
が
多
い
」
（
広
報
室
）
。
 
 

年
末
の
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
も
 
 

控
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
 
 

「
新
幹
線
再
開
な
ど
、
タ
イ
 
 

ミ
ン
グ
を
み
で
、
新
潟
観
光
 
 

の
安
全
性
な
ど
を
P
R
し
た
 
 

い
L
と
し
て
い
る
。
 
 

コ
ミ
各
社
に
も
配
信
す
る
。
 
 



磐
崖
㌣
 
 

多
く
の
蔵
元
で
土
蔵
の
壁
 
 

が
落
下
し
た
り
、
瓶
詰
ラ
イ
 
 

ン
が
傾
い
た
り
、
貯
蔵
タ
ン
 
 

ク
が
ず
れ
た
り
と
い
っ
た
被
 
 

害
が
生
じ
操
業
を
停
止
。
各
 
 

社
は
出
荷
再
開
を
最
優
先
 
 

し
、
十
五
月
ご
ろ
に
復
旧
。
 
 

製
造
を
再
開
し
て
い
な
い
十
 
 

六
杜
も
今
月
中
に
八
杜
、
十
 
 

二
月
に
四
社
、
来
年
一
月
に
 
 

二
枚
が
復
旧
す
る
見
込
み
。
 
 

観
る
一
社
は
再
開
の
メ
ド
が
 
 

立
た
ず
、
も
う
一
社
は
今
冬
 
 

の
製
造
を
見
合
わ
せ
る
と
い
 
 

う
。
 
 
 

朝
日
酒
造
（
越
路
町
）
は
 
 

中
越
地
寮
被
災
地
の
酒
造
各
社
の
復
旧
作
業
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。
新
潟
県
 
 

酒
造
組
合
は
十
八
日
、
被
災
し
た
四
十
社
す
べ
て
が
出
荷
を
再
開
し
、
製
造
も
二
十
凶
 
 

社
が
復
旧
し
た
と
発
表
し
た
。
同
組
合
で
は
「
新
潟
の
漕
が
不
足
す
る
よ
う
な
事
態
は
 
 

な
い
」
と
し
て
い
る
。
「
新
潟
の
酒
蔵
の
ほ
と
ん
ど
に
打
撃
」
な
ど
の
風
評
を
打
ち
消
 
 

す
た
め
、
東
京
都
内
や
新
潟
市
内
で
試
飲
会
な
ど
P
R
イ
ベ
ン
ト
も
検
討
し
て
い
る
。
9
 
 

1
 
 

出
荷
再
開
、
2
4
社
製
造
…
 
 

瓶
詰
め
ラ
イ
ン
が
今
月
八
日
 
 

か
ら
始
動
し
、
十
日
か
ら
出
 
 

荷
杏
始
め
た
。
た
だ
、
精
米
 
 

機
勃
損
傷
が
激
し
い
た
め
」
 
 

長
岡
市
内
の
日
本
容
器
が
所
 
 

有
す
る
精
米
機
で
全
量
精
米
 
 

雀
委
託
し
て
い
る
。
製
造
は
 
 

二
号
蔵
で
十
五
日
か
ら
仕
込
 
 

0
 
 

み
を
始
め
、
一
号
蔵
で
む
二
 
 

十
三
日
か
ら
再
開
す
る
見
込
 
 

み
。
「
例
年
よ
り
造
り
の
期
 
 

間
を
一
カ
月
延
ば
せ
ば
予
定
 
 

通
り
の
生
産
は
可
能
」
 
（
松
 
 

井
進
一
広
報
部
長
）
と
話
し
 
 

て
い
る
。
 
 
 

十
月
禾
の
余
震
で
貯
蔵
用
 
 

例年どおりの雲型遁の見通しが立ちつつ  
ある朝日き酉造の製造蔵（新潟県越路耶つ  

の
蔵
が
倒
壊
 
 

し
、
タ
ン
ク
 
 

三
本
が
使
用
 
 

不
能
に
な
っ
 
 

た
新
潟
銘
醸
 
 

（
小
千
谷
市
）
 
 

は
十
一
日
か
 
 

ら
瓶
詰
め
再
 
 

開
に
こ
ぎ
着
 
 

け
た
。
仕
込
 
 

み
も
十
二
月
 
 

一
日
か
ら
始
 
 
 

め
ら
れ
る
メ
ド
が
立
っ
た
と
 
 

い
う
。
た
だ
、
「
地
廉
で
飲
 
 

食
店
、
旅
館
な
ど
も
影
響
を
 
 

受
け
て
お
り
、
出
荷
量
が
ど
 
 

の
程
度
に
な
る
か
読
め
な
い
 
 

状
況
」
 
（
山
下
選
常
務
）
と
 
 

不
安
も
残
る
。
 
 

乱
の
井
酒
造
（
同
）
は
瓶
 
 

詰
め
ラ
イ
ン
が
激
し
く
傾
く
 
 

な
ど
し
た
も
の
の
」
十
五
日
 
 

か
ら
本
格
的
に
再
開
し
た
。
 
 

「
取
引
先
が
事
情
を
考
慮
し
 
 

て
多
め
の
発
注
を
し
て
く
れ
 
 

て
い
る
」
 
（
山
崎
清
一
営
業
 
 

部
長
）
と
い
い
、
今
月
は
例
 
 

囲
 
 



新
潟
県
中
越
地
震
で
不
通
 
 

に
な
っ
た
ま
ま
の
上
越
新
幹
 
 

線
の
越
後
湯
沢
－
長
岡
聞
。
 
 

東
日
本
旅
客
鉄
道
（
J
R
東
 
 

日
本
）
は
今
月
十
九
日
、
十
 
 

二
月
二
十
∧
日
を
メ
ド
に
運
 
 

行
再
開
す
る
と
発
表
し
美
。
 
 

日
本
政
策
投
資
銀
行
新
潟
支
 
 

店
は
新
幹
線
寸
断
で
新
潟
－
 
 

首
都
圏
の
交
通
量
は
七
割
 
 

減
、
県
内
消
層
は
年
間
七
十
 
 

三
億
円
減
と
試
算
す
る
。
早
 
 

期
復
旧
は
県
内
経
済
界
に
と
 
 

っ
て
切
実
な
願
い
だ
。
 
 
 

「
年
内
開
通
と
聞
い
て
涙
 
 

が
出
る
ぼ
ど
う
れ
し
か
っ
 
 

た
」
。
浦
波
温
泉
（
村
上
市
）
 
 

「
汐
兼
荘
」
の
浅
野
謙
一
社
′
 
 

長
は
餌
報
に
安
ど
し
た
。
県
 
 

北
の
同
温
泉
は
地
震
被
害
が
 
 

全
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
 
 

大
動
脈
の
ス
ト
ッ
プ
に
よ
る
 
 

宿
泊
客
激
減
と
い
う
二
次
被
 
 

害
に
あ
え
い
で
い
る
。
 
 
 

「
こ
れ
ま
で
新
幹
線
は
あ
 
 

っ
て
当
然
？
ご
く
自
然
の
存
 
 

進 世  

虐
強
如
、
戦
野
”
、
′
、
抑
遥
＜
融
戎
塩
鮮
 
 ＝

…
 
 
■
 
■
 
 
 
 
 
 
≡
－
■
≡
－
 
≡
≡
二
≡
ニ
≡
－
 
一
一
 
 
≡
－
一
日
 
≡
一
＝
▼
 
－
≡
＝
≡
…
≡
 
▼
享
－
ニ
≒
ニ
ニ
■
ニ
一
‖
－
二
＝
一
二
 
 
 

在
だ
っ
た
。
大
消
費
地
・
首
 
 

都
圏
へ
の
依
存
度
が
商
い
新
 
 

潟
の
観
光
地
に
と
っ
て
、
寸
 
 

断
の
被
害
は
甚
大
」
と
浅
野
 
 

社
長
は
育
つ
。
 
 
 

県
旅
館
組
合
は
十
二
月
二
 
 

十
、
二
十
一
日
に
首
都
圏
で
 
 

旅
行
会
社
各
社
の
店
舗
を
回
 
 

る
集
客
キ
ャ
ン
ベ
ト
ン
を
行
 
 

県
内
経
済
の
展
望
 
 

、
年
7
3
億
円
滅
の
試
算
 
 

う
。
「
実
際
に
お
客
さ
ん
を
 
 

相
手
に
す
る
店
頭
の
社
員
に
 
 

『
新
潟
は
大
丈
夫
』
と
い
う
 
 

こ
と
養
分
か
っ
て
も
ら
い
た
 
 

い
」
と
い
う
。
ア
ピ
ー
ル
の
 
 

根
拠
に
な
る
の
が
新
幹
線
の
 
 

全
面
開
通
だ
。
「
お
客
さ
ん
 
 

に
ま
ず
来
て
も
ら
う
の
が
私
 
 

た
ち
に
と
っ
て
何
よ
り
の
支
 
 

蒜
童
禦
一
り
票
 
 

授
」
と
願
い
は
切
実
だ
。
 
 
 

浦
佐
ス
キ
ー
場
（
南
魚
招
 
 

市
）
は
同
月
二
十
一
口
か
ら
 
 

営
業
を
始
め
る
。
浦
佐
駅
前
 
 

に
あ
る
ゲ
レ
ン
デ
で
滑
る
客
 
 

は
大
半
が
東
京
方
面
か
ら
上
 
 

越
新
幹
線
で
や
っ
て
く
る
。
 
 

「
交
通
手
段
は
ど
う
す
れ
ば
 
 

い
い
の
か
」
と
の
問
い
合
わ
 
 

せ
が
新
幹
棉
の
再
開
見
通
し
 
 

が
発
表
さ
れ
た
後
も
続
い
て
 
 

い
る
と
い
う
。
同
ス
キ
ー
場
 
 

で
は
「
や
は
り
実
際
に
走
り
 
 

出
し
て
も
ら
わ
な
い
と
」
と
 
 

L選箪琴軍箪」  

心
待
ち
に
す
 
 

る
。
 
 
 

1
R
長
岡
駅
 
 

や
新
潟
駅
の
駅
 
 

ビ
ル
「
C
O
C
 
 

O
L
O
（
コ
コ
 
 

ロ
）
」
を
運
営
 
 

す
る
J
R
東
日
 
 

本
グ
ル
ー
プ
の
 
 

ト
ッ
キ
ー
（
新
 
 

潟
耐
）
に
よ
る
 
 

と
、
新
幹
線
寸
断
に
よ
り
長
 
 

岡
嘩
新
潟
店
の
地
震
優
の
 
 

売
り
上
げ
は
「
前
年
同
期
よ
 
 

り
二
割
ぐ
ら
い
落
ち
込
む
印
 
 

象
」
。
開
通
は
経
営
の
死
活
 
 

問
題
だ
。
 
 
 

他
の
交
通
機
関
で
も
新
幹
 
 

線
開
通
の
影
響
は
大
き
い
。
 
 

地
歴
後
、
新
潟
市
内
で
バ
ス
 
 

利
用
者
が
減
っ
て
い
る
新
温
 
 

交
通
は
開
通
に
よ
る
乗
客
増
 
 

甚
期
待
す
る
。
運
営
す
る
ホ
 
 

テ
ル
に
膚
が
戻
る
可
能
性
も
 
 

高
い
。
 
 
 

ク
シ
ー
業
界
か
ら
は
「
こ
の
 
 

業
界
は
経
済
効
果
が
最
後
に
 
 

反
映
さ
れ
る
。
各
地
の
会
議
 
 

や
イ
ベ
ン
ト
が
復
活
し
な
い
 
 

限
り
、
地
震
前
の
状
態
に
戻
 
 

ら
な
い
」
（
県
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
 
 

ク
シ
ー
協
会
）
と
悲
観
論
も
。
 
 
 

そ
れ
で
も
「
新
幹
線
は
復
 
 

旧
の
シ
ン
ボ
ル
。
風
評
被
害
 
 

を
払
し
ょ
く
す
る
た
め
に
も
 
 

再
開
効
果
は
大
き
い
」
 
（
ホ
 
 

一
方
で
、
 
 

利
用
者
が
激
 
 

減
し
て
い
る
 
 

新
潟
市
の
夕
 
 

ク
ギ
ン
経
済
研
究
所
）
と
い
 
 

う
見
方
が
大
半
だ
。
 
 

運
転
再
開
は
卑
溝
年
始
の
 
 

帰
智
プ
ッ
シ
ュ
の
ピ
ト
ク
。
 
 

J
R
東
日
本
に
よ
各
と
往
復
 
 

二
十
七
本
の
定
期
列
車
は
通
 
 

常
運
転
す
る
。
龍
だ
、
昨
年
 
 

は
片
道
最
大
十
四
木
尾
増
発
 
 

し
た
臨
時
列
車
は
掛
る
見
込
 
 

み
。
最
高
時
速
二
百
四
十
㌔
 
 

で
足
る
越
後
湯
沢
新
潟
間
 
 

で
安
全
の
た
め
減
速
す
る
こ
 
 

と
が
ダ
イ
ヤ
に
響
き
増
発
が
 
 

難
し
い
た
め
だ
。
 
 
 

1
R
で
は
「
増
発
は
最
大
 
 

限
勢
力
す
る
」
と
、
新
幹
線
 
 

へ
の
期
待
の
大
き
さ
を
意
識
 
 

し
て
い
る
。
 
 

◇
 
 
 

新
潟
県
中
越
地
廉
か
ら
一
 
 

カ
月
が
過
ぎ
、
企
業
の
活
動
 
 

は
復
旧
か
ら
復
興
へ
と
重
心
 
 

を
移
し
っ
つ
あ
る
。
新
幹
線
 
 

の
年
内
開
通
な
ど
光
明
が
出
 
 

て
き
た
半
面
、
風
評
被
害
や
 
 

資
金
問
題
な
ど
問
題
が
山
積
 
 

し
て
い
る
。
県
内
経
済
復
興
 
 

の
今
後
の
展
望
、
課
題
な
ど
 
 

を
取
材
し
た
。
 
 



日
本
精
機
は
自
動
車
販
売
 
 

の
新
会
社
「
N
S
モ
ー
タ
ー
 
 

ス
」
（
新
潟
県
長
岡
市
、
中
 
 

沢
祥
行
社
長
）
を
設
立
、
一
 
 

日
か
ら
営
業
を
始
め
た
。
販
 
 

売
車
種
は
ボ
ル
ボ
と
ラ
ン
ド
 
 

ロ
ー
バ
1
。
日
本
精
機
グ
ル
 
 

日本精機  

自
動
車
販
売
の
新
会
社
 
乱
射
町
酎
酢
 

小千谷市の鉄工関i垂のほとんどの中小企業  
はフル生産が可骨巨（11月、同市内の工場）   

1
プ
で
は
物
流
事
業
な
ど
を
 
 

辛
が
け
る
日
精
サ
ー
ビ
ス
が
 
 

自
動
車
販
売
事
業
違
行
っ
て
 
 

き
た
が
、
同
事
業
左
強
化
す
 
 

る
た
め
新
会
社
と
し
て
独
立
 
 

さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
 
 
 

新
会
社
の
資
本
金
は
一
千
 
 甘

転
 
 

新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
 
 

地
、
小
千
谷
市
の
鉄
工
部
品
関
 
 

連
の
中
小
企
業
が
、
地
産
前
の
 
 

状
態
に
復
旧
し
た
に
も
か
か
狩
 
 

ら
ず
「
産
業
被
害
は
甚
大
」
夏
 
 

い
う
風
評
に
よ
る
受
注
激
菅
 
 

悩
ん
で
い
る
。
復
旧
状
況
鞠
 
 

い
合
わ
せ
も
な
く
、
い
き
な
り
 
 

取
引
を
打
ち
切
ら
れ
た
ケ
ー
ス
 
 

も
あ
る
と
い
う
。
鉄
工
組
合
な
 
 

ど
で
は
「
大
半
の
企
業
で
生
産
 
 

能
力
が
一
〇
〇
％
戻
っ
た
こ
と
 
 

を
県
外
企
業
に
理
解
し
て
ほ
し
 
 

い
」
と
訴
え
て
い
る
。
 
 
 

小
千
谷
鉄
工
協
同
組
合
茄
 
 

小
千
谷
の
中
小
企
 
 

○
％
出
賓
。
新
車
販
売
の
ほ
 
 

か
、
中
古
車
販
売
、
各
種
整
 
 

備
サ
ー
ビ
ス
も
行
う
。
二
〇
 
 

〇
五
年
度
は
売
上
高
八
億
円
 
 

を
見
込
ん
で
い
る
。
 
 
 

日
精
サ
ー
ビ
ス
は
一
九
九
 
 

万
円
で
、
日
本
精
機
の
一
〇
㌫
バ
ー
の
正
規
代
理
店
を
開
 
 

鉄工部品「生産体制、ほぼ復旧」  

六
年
に
県
内
初
の
ボ
ル
ボ
車
 
 

専
売
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
し
て
 
 

盟
四
十
九
社
〕
と
小
千
谷
電
子
 
 

工
業
会
（
同
二
十
三
社
〕
に
よ
 
 

る
と
、
加
盟
各
社
の
ほ
と
ん
ど
 
 

が
設
備
な
ど
に
地
震
の
被
害
を
 
 

受
け
た
が
、
深
刻
な
も
の
は
少
 
 

な
く
、
十
一
月
初
め
に
は
八
割
 
 

の
企
業
が
地
震
前
の
生
産
体
制
 
 

に
復
帰
。
現
在
は
ば
ぼ
す
べ
て
 
 

の
企
業
が
フ
ル
集
塵
が
可
能
に
 
 

な
っ
た
と
い
う
。
 
 
 

し
か
し
、
地
震
後
か
ら
首
都
 
 

圏
な
ど
の
取
引
先
か
ら
の
部
品
 
 

の
発
注
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
ま
ま
 
 

の
企
業
が
続
出
。
－
衰
注
し
て
も
 
 

℃
売
上
高
八
十
六
億
円
。
 
 

空
言
社
の
新
設
で
同
事
業
 
 

弘
大
を
図
る
。
 
 

精
グ
ル
ー
プ
全
体
の
自
 
 

ヌ
エ
ス
モ
ー
タ
ー
ス
」
 
 

岡
市
喜
多
町
に
開
業
。
 
 

〇
二
年
に
は
ラ
ン
ド
ロ
 
 

た
。
 
 

販
売
事
業
は
昨
年
度
実
 
 納

期
に
間
に
合
わ
な
い
の
で
 
 

は
」
と
い
う
風
評
が
流
れ
、
取
引
 
 

先
企
業
の
資
材
調
達
担
当
者
が
 
 

他
地
域
の
企
業
に
発
注
を
変
更
 
 

す
る
場
合
が
多
い
と
い
う
。
地
 
 

震
直
後
に
取
引
先
の
担
当
者
が
 
 

訪
れ
、
部
品
材
料
と
機
器
を
引
 
 

き
上
げ
ら
れ
た
企
業
も
あ
る
。
 
 
 

精
密
部
品
製
造
の
あ
る
企
業
 
 

は
十
月
末
ま
で
に
機
械
設
備
は
 
 

完
全
復
旧
。
し
か
し
、
フ
ル
坐
 
 

産
休
制
に
入
っ
た
後
も
十
一
月
 
 

四
日
ま
で
受
注
は
ば
ぼ
ゼ
ロ
。
 
 

十
一
月
末
時
点
で
も
前
月
比
三
 
 

割
減
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
県
 
 

外
企
業
か
ら
の
受
注
は
半
減
し
 
 

て
い
る
と
い
う
。
 
 

◎
 
 

機
関
を
通
じ
来
年
二
月
二
十
 
 

八
日
ま
で
撃
を
行
う
。
 
 
 

融
資
使
途
の
限
度
額
は
二
 
 

千
万
円
。
利
率
は
保
証
付
き
 
 

の
場
合
は
丁
五
％
、
無
保
 
 

証
で
一
・
七
％
。
融
資
期
間
 
 

は
十
年
以
内
。
こ
の
ほ
か
年
 
 

度
末
残
高
の
一
％
を
三
年
間
 
 

に
限
り
補
助
金
と
し
て
交
付
 
 

す
る
。
 
 
 

住
宅
と
宅
地
に
被
害
を
受
 
 

け
た
一
般
市
民
向
け
に
も
復
 
 

興
資
金
貸
付
制
度
を
創
設
し
 
 

た
。
限
度
酪
は
住
宅
享
万
 
 

円
、
宅
地
三
百
万
円
で
融
資
 
 

す
る
。
利
率
は
一
・
五
％
、
 
 

償
還
は
十
五
年
以
内
。
申
し
 
 

込
み
は
十
二
月
一
日
か
ら
二
 
 

〇
〇
六
年
十
一
月
三
十
首
ま
 
 

で
。
問
い
合
わ
せ
は
同
市
役
 
 

所
（
㊨
O
j
 

3
1
1
1
）
サ
 
 
 

ノ
 
 
 
∴
羞
竃
庚
†
尋
．
‥
′
・
次
男
1
〃
羞
、
よ
 
 

被
災
中
小
向
け
 
 

緊
急
融
資
制
度
 
 

十
日
町
市
 
 
 

新
潟
県
十
日
町
市
は
中
小
 
 

企
嵐
封
対
象
に
「
中
越
地
震
 
 

災
鼻
急
特
別
融
資
制
度
」
 
 

を
創
設
し
た
。
設
備
な
ど
に
 
 

も
対
蒙
。
地
元
金
融
 
 

経
営
不
振
に
陥
っ
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ロ
 
 
 

馳
 
 

災
害
時
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
 
 

流
通
業
が
担
う
役
割
は
ひ
と
 
 

き
は
大
き
い
。
被
災
企
貰
で
 
 

あ
る
と
同
時
に
、
被
災
地
に
 
 

食
料
な
ど
緊
急
物
 

す
る
「
支
援
者
」
と
し
て
期
 
 

待
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

ヽ
1
0
 
 

1
．
∨
 
 
 

中
越
地
域
を
地
盤
と
す
る
 
 

原
信
は
全
四
十
四
店
舗
の
う
 
 

ち
二
十
五
店
が
被
災
し
た
 
 

が
、
地
震
翌
日
の
二
十
四
日
 
 

に
は
小
千
谷
市
の
駅
前
店
な
 
 

ど
三
店
を
除
い
て
店
頭
販
売
 
 

な
ど
で
営
業
左
始
め
た
℃
原
 
 

信
一
社
長
は
「
ま
ず
店
を
休
 
 

ま
な
い
こ
と
、
緊
急
物
資
を
 
 

切
ら
さ
な
い
こ
と
が
第
二
 
 

と
号
令
を
掛
け
た
。
 
 
 

昨
年
七
月
の
水
害
で
三
条
 
 

市
の
店
舗
が
大
き
な
被
害
を
 
 

受
け
た
が
、
こ
の
と
き
の
経
 
 

廟
が
地
簾
の
初
動
な
ど
に
役
 
 

立
っ
た
。
地
震
発
生
か
ら
わ
 
 

ず
か
四
分
後
に
中
之
島
町
の
 
 

本
部
に
災
害
対
策
本
部
産
設
 
 

題
。
携
帯
電
話
な
ど
通
庸
細
 
 

が
機
能
し
な
い
た
め
、
担
当
 
 

者
が
徹
夜
で
各
店
舗
に
足
を
 
 

運
び
状
況
を
確
認
し
た
。
水
、
 
 

乾
電
池
な
ど
緊
急
性
の
高
い
 
 

物
資
産
優
先
偶
に
遠
別
し
、
 
 

避
難
所
で
不
足
し
が
ち
な
こ
 
 

と
が
分
か
っ
て
い
た
粉
ミ
ル
 
 

ク
、
女
性
の
生
理
用
品
も
用
 
 

意
し
た
。
 
 
 

新
耐
震
基
準
以
前
に
建
て
 
 

ら
れ
た
駅
前
店
な
ど
三
店
は
 
 

損
壊
が
ひ
ど
く
閉
鎖
左
余
儀
 
 

な
く
さ
れ
た
が
、
そ
の
他
の
 
 

店
舗
は
大
き
な
損
傷
は
な
 
 

町
店
は
賃
貸
物
件
だ
っ
た
た
 
 

め
、
地
盤
に
関
す
る
詳
し
い
 
 

情
報
が
な
く
、
液
状
化
に
よ
 
 

る
被
害
で
休
業
せ
ざ
る
を
梅
 
 

な
か
っ
た
。
今
後
の
新
規
出
 
 

店
に
際
し
て
は
地
盤
の
調
 
 

査
、
強
化
工
事
を
徹
底
す
る
 
 

と
い
う
。
商
品
陳
列
棚
も
メ
 
 

ー
カ
ー
が
開
発
中
の
転
倒
し
 
 

に
く
い
型
を
導
入
す
る
こ
と
 
 

規増力†さ歎しく閉鎖となった小千  
谷市の駅青年店（昨年10月末）  

く
、
従
業
員
、
 
 

顧
客
と
も
け
が
 
 

人
碍
な
か
っ
 
 

た
9
 
「
店
舗
は
 
 

雪
国
仕
様
で
頑
 
 

丈
に
作
っ
て
お
 
 

り
、
建
て
層
え
 
 

な
ど
抜
本
的
な
 
 

対
策
は
必
要
な
 
 

い
」
と
原
社
長
 
 

は
亭
つ
。
 
 
 

た
だ
、
十
日
 
 発注分散も検討  

サ
J
 
 

市
め
惜
心
街
に
あ
る
プ
 

導
か
っ
た
が
、
 
 

害
寧
草
し
て
】
 
 

設
嶺
し
て
お
け
ば
大
丈
夫
だ
 
 

ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
今
後
 
 

は
サ
ー
バ
ー
を
一
元
化
せ
 
 

ず
、
分
散
す
る
こ
と
を
考
ぇ
 
 

て
い
る
」
と
亭
つ
。
 
 
 

物
流
に
関
し
て
は
県
外
か
 
 

ら
の
物
賢
運
搬
は
磐
越
首
動
 
 

車
道
な
ど
、
う
回
路
を
利
用
 
 

し
て
何
と
か
乗
り
切
っ
た
。
 
 

た
だ
、
納
入
業
者
が
中
越
地
 
 

域
に
集
中
し
て
い
た
た
め
、
 
 

被
災
し
た
業
者
か
ら
の
物
資
 
 

し
て
挙
げ
る
の
が
デ
ー
タ
ベ
検
討
課
題
だ
と
い
う
虻
 
 

－
ス
の
保
護
。
同
社
の
情
報
 
防
災
協
定
に
よ
彗
義
政
 
 

を
筆
・
管
理
す
る
コ
ン
ビ
や
自
衛
隊
に
何
万
食
漂
う
 
 

ユ
孝
サ
ー
バ
ー
は
長
岡
食
料
を
供
給
し
た
が
、
展
社
 
 

甘
†
展
は
「
お
に
ぎ
り
は
苧
作
り
 
 

を
欝
し
て
い
る
。
 
 

納
入
濡
っ
た
。
海
曹
理
 
 

腐
生
が
大
き
な
課
撃
と
し
て
、
葦
敦
分
散
畠
 
 

：
l
 
 
 

面
に
 
 で

重
商
が
難
し
く
、
す
ぐ
腐
 
 

り
て
し
拳
つ
。
災
常
時
の
食
 
 

料
と
し
で
は
難
点
部
落
撃
 
 

と
感
じ
て
お
り
、
緊
急
食
と
 
 

し
て
適
切
な
も
の
を
模
索
中
 
 

だ
と
い
う
。
 
 
 

今
回
は
行
政
な
ど
に
対
し
 
 

て
窓
口
を
一
本
化
し
た
こ
と
 
 

で
物
資
供
給
が
ス
ム
ー
ズ
に
 
 

遊
ん
だ
。
原
社
長
は
「
特
定
 
 

の
避
難
所
に
支
援
物
資
が
偏
 
 

る
こ
と
左
避
け
る
た
め
に
 
 

も
、
行
政
側
も
窓
口
を
一
つ
 
 

に
絞
る
べ
き
だ
ろ
う
」
と
提
 
 

言
す
る
。
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望
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ロ
ロ
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ロ
ロ
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ロ
ロ
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ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
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ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
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n
 
 

予
想
よ
り
も
立
ち
上
が
り
 
 

が
早
か
「
た
と
い
わ
れ
て
い
 
 

る
被
災
地
の
製
造
各
社
の
申
 
 

で
一
人
苦
し
ん
で
い
る
感
の
 
 

儀
る
小
千
谷
市
の
新
潟
三
洋
 
 

電
子
。
昨
年
禾
に
∵
義
ラ
イ
 
 

ン
で
の
生
爵
が
優
隠
し
た
も
 
 

み
の
、
設
備
の
被
害
は
百
八
 
 

十
四
鳳
円
。
靂
庫
被
害
、
復
 
 

旧
費
用
な
ど
夏
日
わ
セ
る
と
 
 

坂
寄
は
五
百
億
円
に
も
上
 
 

る
あ
影
響
で
三
洋
電
機
 
 

グ
ル
ー
プ
は
今
期
、
七
百
億
 
 

円
以
上
の
赤
字
に
な
る
見
込
 
 

み
だ
。
 
 
 

「
震
度
6
と
鮭
度
5
強
は
 
 

全
然
違
う
と
い
う
こ
と
が
鼻
 
 

に
し
み
て
分
か
っ
た
」
と
窪
 
 

田
徹
我
社
長
は
振
り
返
る
。
 
 

新
潟
三
洋
電
子
で
は
危
機
管
 
 

理
と
し
て
地
謳
の
最
大
震
度
 
 

を
震
度
5
強
に
想
定
り
製
造
 
 

機
器
の
豊
や
ク
†
 
 

ょ
の
自
臥
悠
漸
、
製
造
過
 
 

程
で
使
用
す
患
雷
や
ガ
ス
 
 

の
排
出
対
策
克
ゼ
を
講
じ
て
 
 

、
一
こ
0
 
1
V
」
／
 
 

し
か
し
、
露
嵐
打
町
輯
れ
 
 

に
、
機
撃
農
に
固
定
し
て
 
 

い
た
ボ
ル
ト
描
引
嘗
ち
ぎ
ら
 
 

れ
、
最
大
一
㍍
も
感
動
し
て
 
 

し
ま
い
、
使
用
不
能
の
状
態
 
 

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
窪
由
 
 

新
潟
三
洋
電
 
 

祉
屈
は
「
周
足
し
で
い
な
い
 
 

棚
の
ウ
エ
ハ
ー
が
転
落
し
で
 
 

い
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
 
 

た
。
震
度
5
産
ま
で
な
ら
、
 
 

機
器
な
ど
を
周
東
す
る
の
が
 
 

有
効
だ
が
」
そ
れ
以
上
の
揺
 
 

れ
に
な
る
と
か
考
て
破
損
 
 

が
大
き
く
な
っ
て
心
音
っ
こ
 
 

と
も
あ
る
」
と
寓
度
想
定
の
 
 

0   が
、
け
が
人
も
な
く
ズ
ム
ー
 
 

ズ
に
避
難
で
き
た
。
温
た
や
 
 

グ
ル
ー
プ
の
サ
ス
ク
管
理
規
 
 

定
で
衛
星
電
話
を
装
備
し
て
 
 

い
た
こ
と
も
辛
い
し
た
。
地
 
 

車
優
数
計
は
通
倍
嗣
が
遮
断
 
 

さ
れ
た
た
め
、
衛
星
電
話
が
 
 

潜
れ
ば
被
害
の
実
情
が
本
 
 

社
な
ど
に
伝
わ
ら
な
い
と
こ
 
 

半導体事鱒として嘩世葬でも例のない鱒翠  
を受梗た新編三準電子（新潟膜小千谷市）  

難
し
さ
に
困
 
 

惑
し
て
い
 
 

一
方
で
、
 
 

効
果
が
あ
っ
 

た
の
周
年
十
 
 

回
行
サ
て
い
 
 

た
金
従
業
卑
 
 

を
エ
場
外
に
 
 

適
避
さ
せ
る
 
 

－
注
‥
」
‥
う
公
 
発
生
時
に
約
 
 

二
百
人
が
作
 
 

業
中
だ
っ
た
 
 ナ

」
 
 

古
 
 

・
．
つ
 
 

鼓
し
て
、
リ
ス
ク
管
理
の
観
 
 

ろ
だ
っ
指
 
 

今
後
の
減
災
対
策
で
、
設
席
か
ら
今
後
愚
生
摩
の
分
散
 
 

備
面
の
課
題
と
し
て
は
塩
化
壷
進
め
て
い
冬
方
向
で
、
新
 
 

ビ
ニ
ー
ル
管
、
鋼
管
と
い
っ
潟
三
洋
電
子
漕
の
生
産
は
締
 
 

垣
 

た
こ
 
 

と
で
批
判
が
聖
地
蕗
保
懐
 
 

に
つ
い
甘
啓
加
入
を
検
討
す
 
 

る
。
漁
港
、
今
回
侃
損
嘗
額
 
 

杏
カ
バ
1
で
き
る
保
険
騒
 
 

人
す
る
に
は
年
間
十
倦
円
近
 
 

い
保
険
朴
を
支
払
わ
ね
ば
な
 
 

ら
な
い
と
す
る
試
食
む
遜
 
 

り
、
簡
単
に
は
踏
み
切
れ
な
 
 

い
事
情
も
あ
る
。
 

操
業
停
止
後
は
生
産
を
群
 
 

馬
、
岐
阜
県
の
グ
ル
ー
プ
工
 
 

場
に
移
管
し
た
。
グ
ル
ー
プ
 
 

し
蓮
め
、
中
づ
り
に
し
産
性
を
高
め
、
よ
り
良
い
品
 
 

て
吸
収
す
る
方
法
を
魔
の
製
品
養
作
り
た
い
」
と
 
 

殿
置
法
の
贋
凛
が
小
せ
ざ
る
違
得
な
い
。
 
 

徒
来
の
周
償
活
で
窪
田
社
費
言
草
遠
 
 

路
れ
で
破
損
し
て
用
は
守
る
。
隠
匿
肛
よ
り
鐘
 
 

話
甘
ず
 
 
 

同
社
長
は
・
「
今
回
の
地
顔
 
 

被
瞥
は
世
界
中
の
半
導
体
工
 
 

場
で
風
潮
の
語
も
の
十
七
 
 

位
置
付
廿
、
∴
簡
々
の
経
験
 
 

空
杜
だ
け
に
七
ど
め
て
お
 
 

く
の
で
は
な
キ
業
界
全
体
 
 

に
公
象
し
妄
後
Ⅵ
池
野
‥
 
 

策
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
 
 

い
」
と
い
う
。
年
何
に
は
シ
 
 

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
よ
桑
凝
で
 
 

被
藤
の
対
咤
対
許
な
ど
 
 

に
て
の
報
告
を
す
る
と
 
 

し
て
い
る
。
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ロ
ロ
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「
被
災
直
後
に
畠
も
必
要
 
 

滞
っ
た
の
は
水
や
食
料
よ
り
 
 

も
情
報
」
。
被
災
地
で
は
企
 
 

業
、
㈲
人
を
周
わ
ず
こ
の
よ
 
 

う
な
声
が
多
い
用
地
轟
後
し
 
 

ば
ら
く
は
携
帯
電
話
は
つ
な
 
 

が
ら
ず
、
停
電
で
テ
レ
ビ
も
 
 

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
最
も
情
 
 

報
を
必
要
と
す
る
被
災
地
が
 
 

情
報
の
空
白
 

し
ま
っ
た
の
だ
。
 
 
 

人
々
の
怠
納
と
な
っ
た
の
 
 

が
ラ
ジ
オ
だ
っ
た
。
車
中
の
 
 

避
難
生
活
が
目
立
っ
た
今
回
 
 

細
か
い
情
潮
を
流
し
続
け
た
 
 

F
M
な
が
お
か
な
ど
コ
皇
 
 

ニ
テ
ィ
ト
F
M
局
は
緊
長
 
 

の
有
用
性
を
実
証
し
た
。
O
 
 

「
一
九
九
八
年
の
開
局
以
 
 

来
、
災
害
時
の
放
送
を
常
に
 
 

’
 
 

想
定
し
て
い
た
」
と
F
M
な
 
 

が
お
か
の
脇
崖
雄
介
放
送
局
 
 

カ
ー
ラ
ジ
オ
が
人
々
 
 

づ
け
た
り
特
に
地
域
 
 

の
喪
災
で
は
、
暗
闇
の
中
の
 
 

F
M
な
が
お
か
 
 長

は
言
う
。
同
社
で
は
災
害
 
 

に
備
え
送
信
機
を
放
送
局
の
 
 

ビ
ル
屋
上
に
患
い
て
い
る
。
 
 

一
般
に
放
送
局
の
送
信
所
は
 
 

山
の
上
に
置
か
れ
る
こ
と
が
 
 

多
い
が
、
送
信
ケ
ー
ブ
ル
が
 
 

3
カ
月
間
、
贋
書
F
M
局
と
し
て
放
送
を
 
 

続
け
た
（
長
岡
市
の
F
M
な
が
お
か
ス
タ
ジ
オ
）
 
 

を
続
け
る
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
 
 

な
ど
社
員
は
放
送
エ
リ
ア
内
 
 

在
佳
肴
に
限
っ
た
。
い
ざ
と
 
 

い
う
暗
に
す
ぐ
駆
け
つ
け
、
 
 

地
域
の
情
報
収
集
を
行
う
こ
 
 

と
を
念
頭
に
置
い
た
。
 
 

切
断
さ
れ
る
 
 

と
放
送
不
能
 
 

に
な
る
リ
ス
 
 

ク
が
あ
る
。
 
 
 

停
電
で
も
 
 

二
時
間
半
程
 
 

度
は
放
送
が
 
 

止
ま
ら
な
い
 
 

シ
ス
テ
ム
を
 
 

装
喝
そ
の
 
 

後
は
自
家
発
 
 

電
機
養
作
動
 
 

さ
せ
て
放
送
 
 即時・双方向性が観み   

「
0
0
町
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
 
 

タ
ン
ド
が
営
業
し
て
い
ま
 
 

す
」
 
「
0
0
さ
ん
、
き
ょ
う
 
 

は
出
社
し
な
く
て
も
大
丈
 
 

夫
。
家
の
こ
と
に
専
念
し
て
 
 

く
だ
さ
い
」
。
大
手
メ
デ
ィ
 
 

ア
で
は
対
応
が
難
し
い
情
報
 
 

を
連
日
流
し
た
。
視
聴
者
か
 
 

ら
の
情
報
は
ど
ん
な
に
細
か
 
 

な
も
の
で
も
放
送
し
た
。
脇
 
 

屋
局
長
侶
「
即
時
性
と
と
も
 
 

に
双
方
向
性
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
 
 

ィ
ー
F
M
の
強
み
」
と
話
す
。
 
 
 

地
震
直
後
の
十
月
二
十
七
 
 

日
か
ら
は
長
阻
市
が
設
置
申
 
 

請
し
た
臨
時
災
害
用
F
M
放
 
 

送
局
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
 
 

た
。
出
力
を
通
常
の
一
i
高
 
 

か
ら
五
十
り
に
上
げ
、
視
聴
 
 

範
囲
で
は
な
か
っ
た
小
千
谷
 
 

市
な
ど
に
も
災
害
情
報
を
提
 
 

供
し
た
。
備
時
F
M
局
は
九
 
 

五
年
の
阪
神
大
震
災
、
二
〇
 
 

〇
〇
年
の
有
珠
山
噴
火
に
次
 
 

ぐ
。
新
た
に
屈
を
立
ち
上
げ
 
 

た
前
二
例
と
遠
い
、
．
F
M
な
 
 

が
お
か
が
そ
の
ま
ま
臨
時
局
 
 

に
移
行
す
る
こ
と
で
素
早
い
 
 

対
応
が
可
能
に
な
っ
た
。
 

臨
時
局
に
移
行
し
て
約
一
 
 

カ
月
は
C
M
庵
し
の
放
送
が
 
 

続
い
た
。
脇
屋
局
長
は
「
行
 
 

政
側
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ト
F
 
 

M
に
柔
軟
な
考
え
を
持
っ
て
 
 

り
 
 

ほ
し
い
。
緊
急
割
り
込
み
で
る
。
 
 

首
長
が
市
民
に
呼
び
か
け
る
…
ト
 
 

も
い
い
」
と
言
う
。
四
月
の
 
井
上
亮
が
翌
已
窄
 
 

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
て
 
こ
の
連
載
は
凝
畢
威
農
皿
 
□
 

長
岡
地
域
の
市
町
村
合
併
後
 
 

は
各
地
に
サ
テ
ラ
イ
ト
局
を
 
 

置
く
必
要
性
養
感
じ
て
お
 
 

り
、
行
政
の
後
抑
箇
を
期
待
 
 

す
る
。
 
 
 

㌫
 

こ
の
ほ
か
に
も
菅
ン
テ
 
 

ィ
ア
田
本
申
畳
替
印
舌
 
 

動
法
人
（
N
P
O
 
 

ら
の
情
報
、
外
国
 
 

の
多
言
請
放
送
な
 
 

よ
く
放
送
す
る
む
 
 

情
報
を
コ
ー
デ
ィ
属
「
下
す
 
 

る
組
織
が
必
軍
容
首
す
 
 
 

り
を
進
め
た
い
 
 

の
た
め
に
は
各
方
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新
潟
興
甲
越
地
蕪
被
災
地
の
 
 

旧
山
古
志
村
で
視
察
ガ
イ
ザ
や
 
 

食
事
の
接
待
な
ど
の
「
ビ
ジ
ネ
 
 

ス
」
か
動
き
絡
め
キ
十
月
に
 
 

発
足
し
た
企
画
会
社
「
や
ま
こ
 
 

し
道
楽
村
」
の
道
楽
ガ
イ
ザ
に
 
 

は
年
内
に
計
六
組
の
利
用
が
見
 
 

込
ま
れ
、
地
元
農
産
物
の
詰
め
 
 

合
わ
せ
パ
ッ
ク
も
試
験
蟹
升
な
 
 

が
ら
完
売
し
た
。
関
係
者
は
「
被
 
 

災
者
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
も
 
 

ら
う
の
が
目
的
」
と
利
益
度
外
 
 

視
で
参
加
し
て
い
る
。
 
 
 

「
復
旧
の
途
上
に
あ
る
被
災
 
 

地
で
す
。
観
光
気
分
の
振
る
舞
 
 

い
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
何
か
 
 

あ
っ
た
ら
自
己
薫
任
で
す
」
。
 
 

山
古
志
ビ
ジ
ネ
ス
始
動
 
 

視察ガイド／地元食材でもてな．し  

バ
ス
の
軍
内
で
マ
イ
ク
を
握
る
 
 

上
村
靖
司
長
岡
技
術
料
学
大
講
 
 

師
の
厳
し
い
注
意
か
ら
被
災
地
 
 

視
察
が
始
ま
る
。
上
村
講
師
ば
 
 

週
末
、
無
報
酬
で
ガ
イ
ド
役
を
 
 

引
き
受
け
て
い
る
。
 
 
 

十
i
、
月
二
十
五
、
二
十
六
日
 
 

の
両
日
は
醸
開
展
川
根
町
の
町
 
 

長
ほ
か
町
内
会
の
二
十
二
人
が
 
 

川
口
町
、
旧
山
古
志
村
を
視
察
 
 

し
た
。
同
町
の
人
口
は
約
六
千
 
 

五
百
人
。
中
越
地
震
被
災
地
と
 
 

同
様
の
中
山
間
地
で
、
六
十
五
 
 

歳
以
上
の
高
齢
者
比
率
も
同
じ
 
 

く
三
割
養
超
え
る
。
又
平
琢
己
 
 

町
長
は
「
東
海
地
震
へ
の
備
え
 
 

も
あ
り
、
似
た
よ
う
な
地
域
の
 
 

災
害
と
し
て
ぜ
ひ
参
考
に
し
た
 
 

い
と
思
っ
た
」
と
話
す
。
 
 
 

復
旧
工
事
が
続
く
山
あ
い
の
 
 

悪
路
を
バ
ウ
ン
ド
し
な
が
ら
バ
 
 

ズ
が
進
む
う
ち
、
一
行
の
表
情
 
 

に
緊
張
感
が
走
る
。
「
も
の
す
 
 

ご
い
丁
菌
を
や
っ
て
い
る
な
 
 

あ
L
と
声
が
上
が
る
。
バ
ス
を
 
 

ガ
イ
ド
の
説
明
を
受
け
て
旧
山
古
志
村
 
 

を
視
察
す
る
静
豊
野
筍
人
た
ち
 
 

障
り
て
し
ば
ら
く
山
道
を
歩
く
 
 

と
、
山
の
形
が
変
わ
っ
て
し
ま
 
 

っ
た
大
規
模
な
地
滑
り
現
場
が
 
 

眼
前
に
。
「
信
じ
ら
れ
な
い
」
 
 

と
、
ぼ
う
ぜ
ん
と
見
つ
め
る
人
 
 

が
多
か
っ
た
。
 
 
 

旧
山
古
志
村
の
竹
沢
で
は
民
 
 

家
を
利
用
し
た
会
場
で
昼
食
が
 
 

参
 
 

も
 
 

で
 
 

か
な
が
ら
も
彼
女
た
ち
の
収
入
 
 

に
な
る
。
米
、
か
ら
し
傾
け
な
 
 

ど
を
詰
め
合
わ
せ
た
五
千
円
の
 
 

道
楽
パ
ッ
ク
も
、
試
験
的
に
用
 
 

意
し
た
二
十
パ
ッ
ク
が
す
で
に
 
 

売
り
切
れ
た
。
 
 
 

食
事
中
に
は
被
災
者
が
地
震
 
 

当
時
の
状
況
妄
語
り
蘭
か
せ
 
 

る
。
地
元
の
給
油
所
で
働
い
て
 
 

い
た
長
島
多
寿
子
さ
ん
は
「
ガ
 
 

ツ
ン
と
い
う
感
じ
で
足
元
が
割
 
 

れ
た
。
暗
く
て
周
囲
の
様
子
が
 
 

ま
っ
た
く
分
か
ら
な
か
っ
た
」
 
 

と
恐
怖
の
一
夜
に
つ
い
て
話
し
 
 

た
。
元
村
職
員
の
青
木
勝
長
岡
 
 

ち
の
「
あ
ね
さ
の
会
」
が
料
理
 
 

を
そ
ろ
え
る
。
地
元
の
女
性
 
 
 

ウ
リ
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
あ
え
、
 
 

用
意
さ
れ
た
。
五
目
赤
飯
、
 
 

し
た
も
の
で
、
昼
食
代
は
わ
ず
「
現
瀞
を
見
て
衝
撃
を
受
け
た
。
 
 

け
ん
ち
ん
汁
な
ど
地
元
の
 
 歯

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
 
 
 

祝
賀
杏
終
ぇ
た
又
平
町
長
は
 
 

細
尾
い
ろ
お
鮨
奪
つ
か
が
っ
 
 

吉
行
政
が
で
き
る
こ
と
の
瀾
 
 

詞
心
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
 
 

萎
性
を
認
識
し
た
」
と
静
し
 
 

一
対
た
。
 
 
 

ガ
イ
ド
料
金
は
格
安
に
設
定
 
 

し
て
い
る
た
め
、
利
益
は
ば
と
 
 

ん
ど
出
な
い
。
や
ま
こ
し
道
楽
 
 

村
代
表
で
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
 
 

の
丸
山
結
香
さ
ん
は
「
さ
さ
や
 
 

か
な
商
売
だ
が
、
生
き
る
気
力
 
 

し
っ
っ
あ
る
。
お
金
に
は
な
ら
 
 

な
い
こ
と
養
や
る
か
ら
道
楽
な
 
 

ん
で
す
」
と
胸
養
張
っ
て
い
る
。
 
 
 

が
な
え
た
人
が
元
気
巻
取
り
凛
加
 
 

興
推
進
垂
次
長
は
「
被
災
 
 

で
に
行
政
は
動
け
電
車
。
 
 

で
助
望
［
う
こ
と
が
大
 
 


